
水 補 早 生 品 種 の 栄 養 診 断 基 準 と利 用 法

く農 試  環 境 部 , 県 北 分 壕 )

1 , 背 景 と ね ら い

県 内 水 構 主 要 品 種 の 期 待 生 育 重 及 び チ ッ ソ 栄 養 条 件 に つ い て は 既 に 策 定 さ れ , ま た ,

葉 色 を 判 断 基 準 とす る チ ッ ソ 濃 度 の 推 定 法 に つ い て も実 用 化 さ れ , 現 場 に お け る 水 構 の

生 育 ・栄 養 診 断 に 活 用 さ れ て い る 。 しか し , 早 生 品 種 の チ ッ ソ 栄 養 条 件 に は 暫 定 値 と さ

れ て い る も の が あ り , ま た , 栄 養 診 断 に つ い て も 葉 色 と チ ッ ソ 栄 養 条 件 と の 関 係 が 必 ず

しも 明 確 に さ れ て は い な い な ど の 問 題 が の こ さ れ て い た .

今 回 は , 早 生 品 種 に つ い て 一 部 督 定 値 と さ れ て い た チ ッ ソ 栄 奏 条 件 の 見 直 し を 行 い ,

併 せ て 幼 徳 形 成 期 に お け る カ ラ ー ス ケ ー ル 及 び 葉 緑 素 計 指 示 題 と摘 体 チ ッ ソ 濃 度 と の 対

応 関 係 を 明 ら か に し た 。 ま た , 栄 義 状 態 を 重 的 に 把 握 す る た め に , 現 場 で 臣 便 に で き る

乾 物 生 産 量 , チ ッ ソ 吸 収 量 の 推 定 方 法 を 開 発 し た の で 指 導 上 の 参 考 に 供 す る .

2 . 技 術 内 客

t l ) 早生 品種 の 栄 養 診 断 基 準

7 . アキ ヒカ リ , ハ ヤ ニ シ 寺 , た か れ み の りの各 生 育 ステ ージ に お け る栄 義 診 断 基 準 を

以 下 の よ うに定 め る 。 ( 「 た かね み の り」 は暫 定 値 )

( 7 〕6 月 下 旬 と は 6 月 2 0 日 ～ 2 5 日 頃 で あ る 。

( イ〕幼 穂 形 成 期 は 幼 憾 長 2 m m の 時 で あ る 。

( ウ〕チ ッ ソ 濃 度 は 柄 体 ( 茎 葉 風 乾 物 ) と して の 凝 度 で あ る 。

イ. 幼磨 形 成 期 に お け る稲 体 ( 茎 葉 ) の 基 準 チ ッ ソ 濃 度 と カ ラ ー ス ケ ー ル , 葉 揮 素 計 溜

定 値 の 関 係 は 下 表 の 通 りで あ る 。

品 に  名 アキとカリ ハヤニシキ たd覇ゼ楢8り
基準空語濃度 (え) 2.2 - 2.7 2.2へ ,2.6 2.2 - 2.7

カラースケール 5,3 - 5.8 5 . 5～ 8。1

SPAD葉 爆斉汁 35 - lo 39 - 44 10 - 44

方 法 は 従 前 通 り と す る 。
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図 1  乾 物 生 産 抵 推 定 岡

イ. チッソ吸収 量 の 推 定 ( 把握 )

現 場 目壕 に お け る幼 穂 形成 期 の 稿 体 ( 茎葉 ) チ ッソ吸収 量 は , 株 用 , 草 丈 , 葉 色

の 出 定 に よ り推 定 が可 能 で あ る .

[ チ ツソ 吸 収 重 推 定 手順 ]

① 株 周 , 草 丈 , 葉 色 を規定 の 方 法 で測 定 す る .

② [ チ ッ ソ吸収 示 数 ] を 計 算 す る 。

チ ッ ソ 吸 収 示 数 ( カ ラ ー ス ケ ール 対 応 )

= 株 周 X 草 丈 X 葉 色 ( カ ラ ー ス ケ ール 測 定 値 )

チ ッ ソ 吸 収 示 数 ( 葉 緑 素 計 対 応 )

= 株 同 X 草 丈 X 葉 色 ( 葉 爆 泰 計 減 定 値 )
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田 2  カ ラ ー ス ケ ー ル に よ る 構 体 チ ッ ソ 吸 収 量 推 定 囲
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Y=ti3,4240.017・X)・f・10‐3

Y:輌体室素吸収量(k8/10a)

X:望寮吸収示敗

f:載肛密度(株/tr)
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1 0 5
推定式

Y=(‐134.17ヰ0.034・X)・f・10‐3

Y:構体室驚吸収量くk8′10a)

X:室言吸収示政     `

f:殺ほ密度(株ンギ)

風 ユ _ 韮 生 表 社 L こよ る穏 体 チ ッ ソ吸収 と 推 ヤ 田

3 . 指 導 上 の留 意 事 項

1 1 〕技 術 内容 t l } ―イに示 した業 色 と稲 体 基 準 チ ッ ソ速 度 の 関 係 は , 補 体 チ ッ ソ速 度 の 目安 を

示 す も の で , っ て , 稲 体チ ッソ温度 の 絶 対 値 を も とめ るもの で は な いの で 扱 い に 注 意 す

る こ と .

幼 穂 形 成期 頃 の葉 色 とチ ッソ瀬度 の 関 係 は経 時 的 に著 し く変 動 す るの で , 葉 色 の 樹 定

は幼 憾 形 成 期 で あ る こ とを確 認 した上 で行 う こ と 。

葉 色 か ら , チ ッソ速 度 の絶 対 値 を推 定 す る必 要 の あ る と き , ま た は , 幼 穂 形 成 期 か ら

時期 的 にず れ て葉 色 か らチ ッソ温度 を推 定 す る必 要 が あ る と きは , 昭 和 5 9 年 度 指 導 上

の参考 事 項 「S P A D 葉 緑 秦 計 の適 応 性 J を 適 用 す る こ と .

似 株 同 は , 株 周 樹 定 器 ( 各普 及 所 に 配 付 予 定 ) で 濁 定 す る .

株 周 濁 定 の 際 の結 りの強 きは約 8 0 0 g で あ る 。 これ は , 株 周 溜 定 器 を使 った場 合 ,

株 をほ つ けな い程 度 で十 分 にな く箱 っ た状 態 で あ る 。

1 3 1 チッソ吸収 重 推 定 の 精度 は余 り高 くな い 。従 って , 本 法 に よ リチ ッ ソ吸 収 量 の 推 定 を

行 う場 合 に は , 生 育 診 断 日等 管 内 の 基 準 とな る日 壕 に お いて , 幼 穂 形 成 期 直 前 に抜 き取

り, 分 析 に よ る栄 養 診断 を実 施 し, 当 議 年 の 水 穂 の 栄養 状 態 の 傾 向 を 十 分 に把 握 し, そ

の結果 を も とに現 場 指 導 に あ た る こ と .

四 乾 物 重 , チ ッソ吸収 量 の 推 定 が可 能 な の は , 現 在 の と こ ろ ア キ ヒカ リ , ハ ヤ ニ シ 寺の

特定 の 時期 の み で あ るが , 他 の 品 種 , 時 期 に つ いて も現 在 検 討 中 出 あ る . ま た , 土 壌 中

の ア ン モ ニ ア盛 チ ッ ソの 簡 易 定 量 法 に つ い て も検 討 中 で あ る 。

霊言吸収示敵 (栞爆寮:ヤ対応)
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0 栄 養診断 基準 の活用法

ア. 栄養診断 の手順 イ. 生育 時 期 崩 診 断 法

く不長で
育 ・栄養
上堀管理、
えられる。

①空素吸収量が十分であり、稲体室素濃度
が栄義診断基準内あるいは基準以下のとき
は、追肥可能である。ただし、著しい低温
が持続する可能性のある時はす空え目とする。
②室素吸収量が不十分なときは、土壊中に
窒素の残存の可能性が強い。天候不良によ
り水稲の生育が抑制されてきたような場合
は、天候回復により有効化する危険性があ
るので、追肥tま控える必要がある。土壌中
のアンモニア恐窒秦がlmg(暫 定恒)を
越える場合は特に要注意である。

葉色から空素温度を推定し穂肥対応を判

断する。 (空兼吸収量の推定ができない場

合)

1 3 1 乾物 生 産 量 , チ ッソ吸収 量 の把 握 方 法

ア. 乾物 重 の推 定 ( 把握 )

乾 物 重 の推 定 は , 抜 き取 りに よ る方 法 が 最 善 で あ るが , 簡 便 法 と して立 毛 水 稿 の

株 周 と草丈 か ら推 定 が可 能 で あ る 。

[ 乾物 重 推 定 手 順 ]

O 株 周 及 び 革 丈 を灘 定 す る 。

② [ 乾物 生 産 示 数 ] ( [ 株 用 〔( 温〕] X [ 草 丈 ( c m 〕] ) を 求 め る 。

③ 固 また は回 帰 式 か ら乾物 重 を算 出 す る 。

[ 湖 定上 の注 意 ]

① 濁 定 点 欺 は , 平 均 的茎 数 の もの 5 株 と し , 計 算 に は 5 株 の平 均 値 を用 い る 。

② 本 法 に よ る乾 物 重推 定 が 可 能 な時期 は 6 月 下 旬 ( 分 げ つ盛 期 ) か ら 7 月 下 旬

( 幼磨 形成 期 直 後 ) ま で で あ る 。

- 5 5 -

促

に

水稲の各生百時期における
生育 ・栄養診断

土壊管理、肥培管理の通否の判断

検患録宮あ塁堪覆違号裏認ご智縁子三義容
肥培管理に基本的な問題があると考えられ

異常気象下における生育状況の量的把握

異常高温、ほ温が連続した場合の、
進、運延の程度が乾物生産量を基に、
把握することができる。

育
的

生
量

幼穂形成期における空素栄養状態の把握
による穂肥判断

分析による生宵 ・栄養状態の把握

1生百診断田等基準田場からの稲体採取 |

|(穂 肥判断の場合は、幼穏形成期直前
|の採取で対応)

1土壊診断室での精密分析 |
` ●●●●も, ●‐●●●●●●●●●●●●‐‐●‐●●●‐‐‐●●‐‐●●‐‐‐‐・・・・・●●:

乾物生産量の測定。
稲体笙素温度の分析.′

i稲体室素吸収量の算出.

拓姦あ続
‐
ご花玉苦菓裏新斎1

1.濫髯買軍 Fi工 .工i五 二含FI“王li

当該年の管内における水稲の生官栄養
状態を把握し、現場指導の基準とする。

農家田場における生育栄義診断

株用、草丈からの乾物生産量の推定.

,あ転形議読花転存葛基語航高主務除翌
1.I工【ri:.1=EI.::..エエ=i:=i.I:五_li=:.二よ

株周、革丈、葉色から稲体室素吸収量を

推定し、穏肥対応を判断する。




